
事業部門 部門２ 住宅市場を活用した空き家に係る課題の解決を行う事業

事業地域 茨城県古河市、埼玉県本庄市、神奈川県鎌倉市、大磯町

背景・課題

一つは、制度化されながら、殆ど活用実績がない「返礼サービス型空き家対策事業」の活用を如何に進めるか。
二つは、無償ボランティアとして行ってきたNPO等による空き家の見守りを、継続性のあるコミュニティビジネスに発
展させること、そして、資金がないことを理由に、空き家の予防や利活用が進まないという現実に対して寄付税制の
特典をもつふるさと納税の資金を活用する道筋を明らかにすること。

目 的
空き家対策に要する資金を「ふるさと納税の返礼サービス」及び「ふるさと納税を活用したクラウド
ファンディング」を活用して社会的に調達する実効性のある空き家対策の仕組みを提案すること。

連携する団体・役割
・古河鍛冶町みらい蔵及びNPOタウンサポート鎌倉今泉台：地縁型まちづくり組織による返礼サー
ビス型空き家管理事業の実証/本庄市及び大磯町：ふるさと納税型クラウドファンディング事業
の制度化による空き家まちづくり事業の資金調達方策の検討

■ 事業概要：古河市、本庄市、鎌倉市、大磯町を対象に、空き家対策・空き家を活かしたまちづくりに要する資金を、
地域や行政が、ふるさと納税を活用して持続的に実施できる仕組みの普及と改善提案を具体的に行った。

【R４】「ふるさと納税を活用した空き家対策」の普及と改善提案に
関する実証モデル事業 （一般社団法人 チームまちづくり）

発表資料

■ ４つの取り組み
事業１：返礼サービス空き家対策の実態にの基づく改善提案
事業２：地縁型まちづくり組織による実証的試行

事業３：ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ型空き家まちづくり事業の支援・啓発
事業４：事業１，２，３を踏まえた空き家まちづくりｾﾐﾅｰ開催等



「返礼サービス活用型空き家対策事業」に関する
具体的改善提案と啓発

事業１

◆実効性を高める「３つの改善提案」

1 「受動型管理サービス」から「提案型（プッシュ型）
空き家管理サービス」への転換
（域外空き家所有者の住所を調べ、個々に空き家
管理サポートの実施を案内）

2  「リレー型空き家管理サービス事業」の実施
（行政空き家担当課が事前相談の窓口になり管理
サービス事業者にバタンタッチする）

３ 制度の周知案内を徹底
（ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの作成、納税通知書への同封、相談窓
口の開設、広報・HPでの発信等）

管理サービス事業者全国一覧作成(209団体）

管理サービス事業者事業内容分析(209団体）

管理サービス事業者への意向調査(203団体）

ヒヤリング・意見交換（11団体）

１

２

３

上記意向調査の集計分析(92団体）

セミナーでの検討

検討成果と改善
提案の全国発信

地縁型まちづくり
組織での試行

４

５

６
７

８
事業２の実施



地縁型まちづくり組織による
「返礼サービス活用型空き家対策事業」の実証的試行

事業２

◆目的： 「受動型管理サービス」から「提案型（プッシュ型）空き家管理
サービス」への転換の効果を鎌倉・古河の地縁型組織で実証する。

実証的試行の開始（鎌倉：R4.12、古河R5.1)

◆域外空き家所有者リストの
作成

（既存資料、現地調査、登記
簿調査、近隣ヒヤリング等）

ふるさと納税返礼事業者登録（鎌倉市・古河市）

◆実施方針の共有 ①目的、②スキーム・手順、③管理サービス内
容、④寄付額、⑤対象エリア、⑥実施体制等

◆実施マニュアルの作成
・実施手順図/事前相談表/対象
エリア図/点検報告書（様式）

◆周知案内フライヤーの作成

◆提案型（プッシュ型）空き家管理事業
・NPOタウンサポート鎌倉今泉台は、市
外空き家所有者44名に案内状を送付。

・古河鍛冶町みらい蔵は、市外空き家・
空き店舗所有者12名に案内状等発送。

・その他、多様な情報発信を展開！



「ふるさと納税を活用したｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ型
空き家まちづくり事業支援制度」の創設支援と啓発

事業３

◆本庄市・大磯町への提案骨子
①提案趣旨/②提案内容（二つのケース、制定
手順、実施フロー、期待される効果/③具体的
活用イメージ、④実施要綱案・認定要綱案等

◆目的：空き家まちづくりに要する資金を、ふるさと納税を活用して調
達し、地域（市民・民間）と行政が一体になって進める仕組みを、
本庄市、大磯町に提案して全国的に発信する。

空き家まちづくりセミナー

合同検討会会議を各4回開催 まちづくりNPO等への
ヒヤリング・

プロジェクト立ち上げ支援

制度創設の提案（成果のとりまとめと共有化）

出所：北本市HP

出所：ふるさとチョイスHP

まちづくりヒヤリング

「市民・民間団体×行政」の空き家まちづくり

政策提案書



「ふるさと納税を活用した空き家まちづくりセミナー」の
開催と事業成果の発信（12月1日・８６名参加）

事業４

◆目的：社会的資金であるふるさと納税（ふるさと応援寄付
金）を活用した空き家まちづくり事業の情報交換と啓発

◆基調講話：昭和の発想からの脱却！公民連携でﾘﾉﾍﾞ＆賃貸を

◆共通の成果
・多くの自治体や参加者に2つの先進的取組みの情報発信がで
きて、ふるさと納税空き家まちづくりの可能性が拡がった。

・多くの自治体、事業者とのネットワークが構築できた。

◆活動紹介１：地縁型まちづ
くり組織が「返礼サービス型
空き家管理ｻｰﾋﾞｽ」に挑む！
（NPOﾀｳﾝｻﾎﾟｰﾄ鎌倉今泉台）

◆活動紹介２：市民提案型
まちづくりの資金をふるさ
と納税で調達する取り組み

（元北本市職員 林博司氏）

◆問題意識/意見交換
始めて知った(多数)/詳細
の仕組みを知りたいなど

◆問題意識/意見交換
・実績のある取り組みを聞け
て良かった/ﾌﾟｯｼｭ型に納得/

◆共通の問題意識
・仕組みや取り組みを知らなかった/ふるさと納税を活用した
空き家対策に可能性を感じる/空き家対策の先進情報等が得ら
れた/ふるさと納税とまちづくりの関係を学ぶべき/

啓発パンフレット
(上：表紙 下：内容)



「事業成果」及び「課題と展望」まとめ

返礼サービス活用型
空き家対策事業

クラウドファンディング型
空き家まちづくり事業

地域的
効果の
確認

1)「ボランティア型空き家見守り」
から「コミュニティビジネス型空
き家管理」による持続性の確保

2)まちづくりNPOやまちづくり会社の
裾野拡大等による地域事業の進展

3)空き家所有者と地域（ｻｰﾋﾞｽ事業者
等）の関係構築による発展的効果

1)頑張る民間ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを行政が支援
①立ち上げ資金(初期投資)の支援
②ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの周知とPR
③ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの社会的信頼性付与

2)社会的資金調達という選択肢の確
保（資金財源の多様化）

社会的
効果の
確認

1)住宅地マネジメントとしての空き
家対策の定着

2)自分の空き家がある自治体に寄付
する「本来のふるさと納税」の達成
3)実績増による採用自治体等の増加

1)地域のやる気を全国が応援する社
会制度の普及と定着

2)税額控除付寄付（ふるさと納税）
による社会の寄付風土の醸成

3)寄付者と地域を結ぶ新しい交流

成果

1)受動型からﾌﾟｯｼｭ型、ﾘﾚｰ型空き家
管理ｻｰﾋﾞｽへの転換必要性が判明

2)空き家所有者×地域（管理サービ
ス事業者）×行政の連携が必須

3)住宅地マネジメントの一環に本事
業を位置づけることの重要性確認

1)行政が制度化して実施する場合の
基本ﾉｳﾊｳの蓄積、行政共通の課題
と対応方針等を明確にした。

2)まちづくり(空き家対策)に関する
施策と財源の連携一体化の重要性

課題と
展望

1)7割の行政寄付の一部を空き家まち
づくりの財源に還元活用すること

2)地縁型組織による試行の実績確認
とさらなる創意工夫の取り組み

1)ふるさと納税をまちづくり（空き
家対策）に活かす発想の定着

2)制度実施上の課題・ポイントのマ
ニュアル化とその重要性

社会的資金（ｿｰｼｬﾙﾌｧｲﾅﾝｽ）の戦略的活用による空き家まちづくり 各検討会議等の様子
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